
日系企業の中国市場開拓へのポイント
～食品を中心としたビネスチャンスと成功・失敗事例から学ぶその留意点～
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今後少子化などの問題から経済がますます厳しくなると予測されている日本にとっては、巨大市場をもち発展が著しい中国とのビジネス拡大はますます重要になっています。特に最近の中国社会では、食の安全・安心、健康に対する関心が国民の間に高まってきており、そのような中で品質の高い日本製品に注目が集まっています。


このような中国社会の動向から、静岡の特産品であるお茶をはじめとする食品分野での新たなビジネスチャンス発生の可能性、また市場開拓を成功に導くための留意点などを、経済また中国経済専門の大学教授と海外事業振興の支援担当者の方々から提示していただく産学交流会を開催します。多くの方々のご参加をお待ちしております。





メールアドレス





主催：社団法人静岡県国際経済振興会


静岡市産学交流センター

















内　容





電話番号











対象者





■お申込み・お問合せ先　　




















住　所





会社名


または団体名








中国ビジネスに関心がある、経営者、食品関連業者、貿易、商社及び金融機関の関係者、など





※ご記入いただきました情報は、当振興会の連絡や事業などのご案内に利用させていただくことがございますのでご了承ください。








【第１部】　・・・ 18：30～20：15


・「中国市場を活用した産業の活性化」(20分)


日本、その中でも特に静岡県に注目し、人口減少からくる産業衰退予測を概観し、中国市場に注目するその必然性を提唱する。


講師：土居英二氏〔静岡大学地域連携協働センター/地域連携コーディネーター(特任教授)、同大学名誉教授、明治大学特別招聘教授〕


略歴：1970年京都大学経済学部卒。1979年大阪市立大学大学院経営学研究科博士課程中退、同年静岡大学人文学部経済学科講師。1980年助教授、1990年教授。1992年ケンブリッジ大学客員研究員。専門は経済統計学、政策形成・政策評価と統計分析。


・「中国社会の食の安全・安心、健康への関心の高まりと日本企業のビジネスチャンス」(40分)


中国経済の発展から食・健康への関心の高まりによる新しい市場と、日系企業の新たなビジネスチャンスの状況を紹介する。


講師：馬　成三氏〔静岡文化芸術大学文化政策学部国際文化学科教授〕


略歴：1973年中国対外貿易省(現商務省)に入省。1978年駐日本国中国大使館勤務で初来日。富士総合研究所主席研究員などを歴任。2000年4月より現職。「現代中国の対外経済関係」(明石出版社、2007年)、など多数の著書。


・「中国を市場として見たビジネスの成功事例・失敗事例」(40分)


静岡県内企業の中国市場に進出して成功又は失敗した事例から、市場開拓を成功に導く留意点を提示する。 


講師：櫻井　渉氏〔社団法人静岡県国際経済振興会　職員〕


略歴：1993年(社)静岡県国際経済振興会に入会。静岡県内企業の貿易取引や海外進出などの相談業務のほか、貿易関連のセミナー講師を務めるなど県内企業の国際化支援を行っている。





【第２部】 懇親会　・・・ 20：15～20：45








［開催概要］


■日　　時�
平成21年1月２１日（水）　18:30～20:45（開場18:00）�
�
■会　　場�
B-nest静岡市産学交流センター7階大会議室（静岡市葵区御幸町3-21ペガサート7階）�
�
■参 加 費�
無料（第1部、第2部とも）�
�
■定員�
30名（先着）�
�
■お申込み方法


�
1.お名前（フリガナ）　2. メールアドレス　3.住所　4.電話番号　5.会社名または団体名


6.懇親会参加希望の有無　以上を明記して、電子メールまたはFAXでお申し込みください。�
�









